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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

観光名所（従業
員）

来客数の動き ・今月の利用乗降客数が前年比135％となっており、
年度全体でみても前年比120％と好調を継続してい
る。

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フェ
リー］（従業
員）

来客数の動き ・これから観光最盛期を迎えるが、旅客数、車両台数
ともに大幅に増加している。

やや良く
なっている

一般小売店［土
産］（経営者）

販売量の動き ・今月も天候不順が客の出足を鈍らせているが、少し
改善されてきており、売上は前年よりも８％程度伸び
ている。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・３月は好調な商品が特選や宝飾品中心だったが、今
月は婦人服が前年比105％、紳士服が前年比109％な
ど、すべての分野で前年比がプラスとなっている。

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・ハウスカードの加入自体は大幅に増えていないが、
既存顧客の利用額が若干アップしている。

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・気温の上昇にともない、来客数、買上客数ともに増
加基調になっている。

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・天候や気温の安定が好影響となり、今まで苦戦が続
いていた衣料品の購買客数がようやく上向いてきた。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・６月に入り急激に暑くなってきたことで、衣料品を
中心に盛り返している。

スーパー（役
員）

販売量の動き ・中元ギフトの販売が好調である。消費に少し余裕が
出ている。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・天候の回復が来客数をけん引している。以前と比較
しても、気温が上昇した時の来客数が増加している。
また、飲料水やアイスクリームなど、低単価商品の消
費が回復している。

衣料品専門店
（店員）

単価の動き ・新政権の経済対策の効果なのか、客の購買意欲が向
上している。きもの展示会でも高額商品が売れてお
り、宝石の売上もかなり良かった。

家電量販店（地
区統括部長）

販売量の動き ・今年は春が短く、暑さが早めに到来したため、エア
コンの需要が微増ではあるが伸びてきている。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・販売台数も伸びているが、来店した際にお金を使っ
てもらう機会も増えている。

自動車備品販売
店（店長）

来客数の動き ・車の小物商品の買上点数が増えており、月を通して
の利用回数も増えてきている。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

お客様の様子 ・長かった寒冷期から一気に夏になったことで、購買
意欲もやや盛り上がってきた。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・ランチ、ディナーともに、地元客、観光客の入込が
良い。特に若年層のカップルや年配の夫婦、グループ
と観光客が戻ってきている。来客数は前年比117％と
好調である。

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・来客数が少しずつ良くなっており、やや期待できる
状況になっている。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・３か月前と比較すると、外国人客数は引き続き堅調
に推移している。また、今月に入り、本州方面からの
団体客数が若干回復し始めている。客単価が低いた
め、売上にはなかなかつながらないが、来客数の増加
でカバーできる状況になりつつある。

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・学会、イベント、コンベンションなどがあり、好調
に推移した。

旅行代理店（従
業員）

それ以外 ・６月のボーナスが良かったため、やや良くなってい
る。

タクシー運転手 来客数の動き ・今月はタクシー１台当たりの売上は前年をやや上
回ったが、乗務員不足でタクシーの稼働率が悪くなっ
たため、会社の売上は前年を下回った。一方、観光客
が増えていることで、夜の人出は多くなってきてい
る。

タクシー運転手 来客数の動き ・北海道観光に関する問い合わせやオーダー数が前年
よりもやや増えている。

家計
動向
関連

(北海道)



通信会社（社
員）

販売量の動き ・客の購買意欲が高まっている。ただし、その要因は
景気によるものではなく、消費税増税前の駆け込み需
要が増えているためである。一般消費者にまで新政権
の経済対策の効果が出ているかと言われると決してそ
うではない。収入が増えているわけでもないため、消
費が活発になるわけではない。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・株価もある程度上がり、外国為替も安定してきてい
るため、３か月前よりはやや上向き傾向にある。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・消費税増税を控えての影響がみられる。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・モデルルームを来訪する客のなかには、早く買わな
いと、欲しい部屋が他の客に契約されてしまうと、購
入の判断を急ぐ方が増えてきている。そのような客の
行動が、分譲マンションの早期完売に貢献している。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・このところ天候が二転三転しており、季節商材など
の売上に変動がみられる。ただし、全般的にみると大
きな変化はみられない。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・天候に左右されることが非常に多い。６月上旬のか
なりの低温からいきなり暑くなり、中旬にまた気温が
落ちるといった変化に、客の戸惑いが感じられ、夏物
の購買がもう一歩安定しないところがみられる。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・気分的には景気が良くなってきたとみられるが、現
実的にはなかなかまだ良いという気持ちにはならな
い。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・道内外及び外国からの観光客が増加する時期である
が、増加の実感はない。とりわけ外国人観光客につい
ては、団体客が前年と比較して激減している。また、
当地の歩行者天国のオープニングが23日に行われ、１
万人弱の人出があったが、買物へと流れる来街者は少
なかった。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・当地区では、観光客が前年の７割程度と相当減少し
ている。業者に聞いても、道内でも悪い方だと言われ
ている。

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・客単価については、やや底を打った感があり、高額
商品もそこそこに売れている。ただ、全体のボリュー
ムが非常に少なく、なかなか売上の増加には結び付い
てこない状況である。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・今月は上旬から中旬にかけて、前年と比べて気温が
高く、晴れた日も多かったため、特に夏物商材やカッ
トソー、ブラウス関連の販売量が前年比110％と伸び
た。それに加えて、パンツの動きも非常に良く、前年
比120％となっている。

百貨店（役員） 販売量の動き ・今月はホームセンターが順調に売上を伸ばしてい
る。要因としては、５月までの天候不順から、６月に
入り、気温が上がり、天候が良くなったことが大き
い。

スーパー（役
員）

来客数の動き ・３月以降、若干の来客数の増加がみられるが、前年
との比較では、いまだに約１％下回っている。６月は
真夏日が３日間あった一方で、最高気温が16.1度と低
い日もあり、気温が乱高下している。特に第４週は気
温が低く、来客数も急に減少した状況となっている。
また、円安により、輸入に頼っている食品で、相場が
高くなっている品目が多く、平均買上点数も伸び悩ん
でいる。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・天候不順の影響で漁師の来店回数が減少している。

衣料品専門店
（店長）

それ以外 ・暖かくなるとともに良くなることを期待していた
が、なかなかそうはいかず、今のところは苦しい状況
にある。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・６月は気温が上がらなかったため、夏物商品が動か
ず、前年を下回っている。

乗用車販売店
（従業員）

単価の動き ・販売単価の低い商品が中心で高額車が売れない｡

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・受注量、販売量ともに大きな動きがみられず、期待
しているほど上向いてこない。

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・例年であれば、観光客、特に外国人観光客がもっと
入ってくるはずだが、今年はそこまで増えていない。



高級レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・全体で例年並みとなった。来客数は、個人客は変わ
らないが、企業の少人数グループ客が増えている。
ボーナス月で期待したが、今一つ盛り上がらなかっ
た。好天が続いたことで、郊外や地方のレストランへ
出かけた人も多いようだ。

タクシー運転手 来客数の動き ・景気の動向として、言われているような持ち直し感
については、地域においてはなかなか実感がなく、消
費動向が一向に回復してきていない。

タクシー運転手 販売量の動き ・観光客の入込はまずまずだが、タクシーの利用は少
ない。３か月前と比較すると、売上が約３％伸びてい
るものの、前年比では約２％落ち込んでいる。このよ
うなことから、３か月前と比べて変わらない。

通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・客のなかから、他社の魅力的な通信端末に移行する
という声が減らない。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・一時の高揚感ではなく、落ち着いた気分が雰囲気と
して感じられる。良くもない代わりに悪くもないと
いった一定の落ち着きがある。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・急に暑くなったりと異常気象が続いているため、来
客数が減少した。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・４～５月と売上が足踏み状態だが、３か月前と比較
して販売量が５％近く落ち込んでいる。また、前年と
の比較でも７％の落ち込みとなっている。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・販売量についてみると、前年比での減少幅が小さく
なってきている。車種ではやはり省エネ車に需要が
偏っている。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・７～８月出発の受注が前年比で悪化している。しか
し、９～11月出発の受注はとても良い。７月は参議院
選挙の影響も考えられる。

悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

建設業（従業
員）

受注価格や販売
価格の動き

・建築型枠、鉄筋工事、内装工事等の労務者が不足し
ていて、特に地方で下請の見積が高騰している。公共
工事のみならず民間工事でも入札の不調が続いてい
る。

やや良く
なっている

食料品製造業
（経営者）

それ以外 ・新政権の経済対策の効果から景気の上向き感が出て
いる。ただし、庶民の暮らしまでは届いていない。

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・大都市圏のマンション、住宅の活況に呼応して家具
需要も拡大している。

金融業（企画担
当）

それ以外 ・設備投資は医療福祉施設の新増設などで底堅い。観
光関連は東南アジアからの来道客が増加しているほ
か、ＬＣＣの就航も追い風となっている。しかし、円
安による原材料や燃料価格の上昇が収益を圧迫してい
る。建設関連では技能者不足が深刻で工期の遅れもみ
られる。

コピーサービス
業（従業員）

受注量や販売量
の動き

・販売単価は横ばいだが、受注量が少しずつ増えてき
ている。

その他サービス
業［ソフトウェ
ア開発］（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・自治体の大型のシステム開発案件が出てきたことに
よる特需が生じている。

変わらない 食料品製造業
（役員）

受注量や販売量
の動き

・３か月前と比べて受注状況に変化はみられない。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・現実的には取扱貨物及び設備投資が増えていない
が、新政権の経済対策により、精神的な面で得意先に
明るい雰囲気がみられるようになってきている。

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・本質的な需要に対応した荷動きはまだ少なく、価格
調整や在庫調整上の一時的な荷動きにとどまってい
る。

司法書士 取引先の様子 ・不動産取引や建物の新築着工から判断すると、依然
として低水準のまま推移している。

司法書士 取引先の様子 ・当地において、景気回復の兆しはあまり見えていな
い。

その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

取引先の様子 ・取引先に尋ねても景気の上向きを実感しているのは
まれである。建設業関連の取引先では、参議院選挙の
影響もあり、工事発注が夏以降に集中することに危機
感を抱いている。

やや悪く
なっている

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・景況感そのものはやや良い状態を堅持しているが、
３か月前と比較すると、取引先の様子からは、昨今の
国内株価の乱高下や米国、中国との情勢を背景として
慎重姿勢が目立ち始めており、方向感としてはやや悪
くなってきている。

企業
動向
関連

(北海道)



司法書士 取引先の様子 ・土地売買、建物の新築案件が相変わらず低調なまま
である。

その他非製造業
［鋼材卸売］
（役員）

受注量や販売量
の動き

・マスコミで報道されているような新政権の経済対策
の効果は一部の輸出関連の本州企業に限られており、
一般市況は厳しさを増している。客先の仕事量はまだ
少なく、当社の販売量、売上は足踏み状態である。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

雇用形態の様子 ・一般企業の事業拡大や支店、営業所の開設による求
人募集が増加傾向にある。飲食店でも新店オープンが
相次いでおり、札幌圏外や道外に進出する企業も出始
めている。これらの影響から不動産業も堅調である。
また、正社員求人も安定して増えてきている。

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・経営者のマインドが改善し、新たな営業活動を検討
しているのか、営業職や管理部門の求人が前年比で
40％程度増えている。また、人材派遣のニーズも緩や
かながら増加傾向にある。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・求人広告件数に関しては､前年と比較して１～２割
程度の増加で推移している。特に建設業界を筆頭に企
業側の募集意欲は堅調である。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年から7.7％増加し、40か月連続で
前年を上回った。月間有効求人数も前年から11.9％増
加し、40か月連続で前年を上回った。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・建設業では、建築分野で消費税増税を見越した前倒
し発注の増加がみられ、技術者のほか、職人や作業員
の求人が増加している。卸小売業もほぼ各業種で求人
が増加している。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・４月の年度変わりで一旦採用が落ち着いた様子があ
る。

求人情報誌製作
会社（編集者）

雇用形態の様子 ・ほぼ全業種で人手不足感があり、求人件数も増加傾
向にあるが、派遣などの非正規雇用の求人の増加が目
立っている。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・前年６月は、募集広告の売上が前年比131％と大幅
に増加した月だったが、今年６月は前年比104％とさ
らに実績を上回った。特に地元企業からの求人が好調
で、農作業の派遣や看護師等の医療系が大きく伸長し
た。

職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・５月の新規求人数は前年を3.7％上回った。新規求
職者数は前年を13.1％下回った。月間有効求人倍率は
0.68倍となり、前年の0.62倍を0.06ポイント上回っ
た。一方、新規求人数のうち正社員求人の占める割合
は46.7％と、求人者と求職者の間における職種や労働
条件のミスマッチも少なくないことから、依然として
厳しい状況にある。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数の増加傾向は継続しているが、３か月前と比
較しても特に良くなっているという印象はない。

やや悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・新政権の経済対策が総体的な求人増をもたらした
が、ここにきて業種毎のばらつきが出てきており、多
くは例年どおりの数字に落ち着こうとしている。求人
疲れか先行きの不透明さが影響している。

悪く
なっている

－ － －

雇用
関連

(北海道)


